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要約 
本論文は，近年，社会的に関心の高い少年による重大事犯（以下，本論文では，故意の
犯罪行為により被害者を死亡させた罪を「重大事犯」という。具体的には，殺人，強盗致
死，傷害致死，危険運転致死，保護責任者遺棄致死などである。）の実態等について実証的
なデータに基づいて解明することを目的とした。少年による重大事犯に対する国民の関心
は高く，従来から社会に衝撃を与えた少数の殺人事件などを取り上げた事例分析研究が積
み重ねられてきている。 
これに対し，本研究では，我が国で近年発生した重大事犯少年に関する数量的分析を中
心とした実証的アプローチを採用した。その際，近年，活発化している発達的視点に基づ
く非行理解を中心に据え，類型化や関連要因の相互関連分析などによって，多面的に重大
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事犯少年の特徴を浮き彫りにしようと試みた。 
本研究の主要な目的は，重大事犯少年の発達的特徴に基づく類型化，重大事犯少年の犯
行特徴の分析，発達過程と犯行特徴の関連を統合的に理解するための理論化の 3つである。 
第１章では，少年による重大事犯の中心ともいえる，殺人少年に関する先行研究を概観
した。殺人少年に関するアプローチは，大きく事例分析的アプローチ，リスク探求的アプ
ローチ，類型的アプローチに分けることができる。 
殺人少年の事例分析的アプローチは，マスコミなどから大きな注目を浴びた特異な事例
や何らかの精神障害（発達障害を含む。）が疑われる事例に集中しがちで，そこでは，少年
による殺人を家庭の機能不全，器質的な障害，学校の教育機能の低下，社会全体の人間関
係の疎遠さの進行などに求めるものが多い。従来，殺人という極端な異動行動を説明する
理論として，精神分析理論がしばしば用いられ，自我の発達不全，自己愛的欠損などの精
神力動的要因が殺人へと踏み切らせる動機として取り上げられてきた。 
殺人少年のリスク探求的アプローチでは，多数の殺人事例とその他の犯罪事例を比較す
ることによって，虐待や親の精神障害などの家庭的リスク要因，学習障害や AD/HDなどの
生物学的リスク要因，パラノイア的観念や怒り統制の乏しさなどの人格的要因といった，
様々なリスク要因を指摘してきている。しかし，研究者間で矛盾した結果も多く見られる。
これは，殺人少年自体が一つの同質のグループというよりは，多様なグループの集合体で
あり，リスク要因もそれぞれのグループごとで異なるためと考えられる。その意味で，殺
人少年のリスク要因の特定のために，殺人少年の類型的アプローチが活発に行われてきて
いる。 
殺人少年の類型的アプローチは，精神医学的（心理学的）概念に基づく分類，犯罪内容
の特徴に基づく分類，犯罪者と被害者との関係に基づく分類に大きく分けることができる。
精神医学的分類では，精神病質類型や DSMの診断類型が用いられてきたが，殺人少年の中
の精神障害の比率が低いことなどもあり，全体を十分に分類・説明できていない。犯罪内
容の特徴に基づく分類は，犯罪捜査にかかわる専門家間のコミュニケーションの促進に役
立つと評価される一方で，殺人少年の発達的・心理学的相違を無視することになりかねな
いという批判もある。犯罪者と被害者との関係に基づく分類は，一見わかりやすいが，面
識のない被害者関係の場合は多数の雑多な事例が混在しやすいという欠点がある。 
第 2 章では，近年の犯罪・非行の縦断的発達研究を踏まえた様々な発達理論を概観し，
発達的視点からの非行少年の類型的アプローチの成果や発達過程と犯行過程を区別する
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ことの重要性を確認した。 
まず犯罪・非行の発達理論の発展の経緯を振り返るとともに，多くの研究者に共有され
ている基本的考え方や縦断的発達研究の具体例を見るなど，関連する先行研究を概観した。 
犯罪・非行の発達理論の重要な成果は，非行少年の中に様々な発達経路を示す異なる類
型の集まりがあることを見出したことである。Moffitt(1993)は，生涯持続タイプと青年
期限定タイプを見出し，Loeber et al.(1993)は，権威対立のエスカレーション，潜在的
行動のエスカレーション，顕在的行動のエスカレーションという 3つの発達経路があるこ
とを見出した。 
他方，類型化にはこだわらず，特定の素質的要因と環境的要因との交互作用の始まる時
期や内容の違いによってその後の発達経路が異なってくると考える研究者もいる。Lahey 
et al.(2003)は反社会的傾向という概念を，Farrington(2005)は反社会的潜在性という概
念を仮定し，それらが非行や犯罪の個人差を生み出すと考える。 
犯罪・非行の発達理論からの重要な指摘は，発達過程と犯行過程を区別することの必要
性である。人がなぜ犯罪者になるのかという発達的側面に着目し，類型化を検討すること
は大切であるが，その一方，なぜ人は犯罪に関与するのかという犯罪発生場面にも着目す
る必要がある。なぜなら，そうした個人内の違いに目を向けることによって，なぜ同一の
人がある状況では犯罪に関与し，別の状況では犯罪に関与しないのかという疑問に答える
ことができるからである。 
第 3章では，次章以下で様々な観点から分析対象とする重大事犯少年についての基礎的
分析を実施した。本研究の分析対象である重大事犯少年の基本的特徴を少年鑑別所入所少
年全体と比較したところ，男女比，保護者，就学・就労状況などに目立った差異は認めら
れないものの，重大事犯の方が犯行時年齢がやや高い，知能がやや高い，精神障害の比率
が高いなどの差異も認められた。特に，重大事犯少年の方が暴走族・暴力団関係者の比率
が高いことが目立った特徴であり，こうした不良集団による 4人以上の共犯事件も多いこ
とが認められた。 
次いで，非行名別に重大事犯少年の特徴を比較したところ，殺人は単独犯による親族殺，
嬰児殺が多く，家庭環境面でも家族の中に酒乱者や精神障害者がいる比率が高いなど，問
題が多く認められた。一方，傷害致死は集団による抗争やリンチ事件が多く，彼らは財産
犯，交通犯などの前歴の比率も高かった。 
こうした基礎的な分析から，重大事犯少年の中には，非行名による法的な分類ではうま
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く分離できていない，様々な特徴を示すサブグループが混在していることが強くうかがわ
れた。こうした重大事犯少年のサブグループをより鮮明に浮き彫りにできる行動科学的な
分類法を追及していく必要性は高いものと考えられた。 
第 4章では，重大事犯に至るまでの問題行動歴や不適応行動歴等に基づいた類型化を潜
在クラス分析という統計手法を用いて実施し，それによって得られた各類型がどのような
発達的背景要因と関連があるのかなどについて検討した。潜在クラス分析には，家出，家
庭内暴力，不登校，校内暴力など 11の説明変数を投入し，結果的に 4つの発達類型を導い
た。抽出した発達類型の妥当性を見るために，個人的要因，家庭的要因，社会的要因等の
発達的特徴要因との関連を検討したところ，それぞれの発達類型は多くの変数で異なる特
徴を示した。 
攻撃的外在化型は，校内暴力や粗暴行為で検挙歴があるなど攻撃的行動傾向の強さが目
立つ。自らの境遇に対する不遇感を強く抱き，感情統制が不良で感情を簡単に爆発させた
り，支配欲が強い。早期から生じた不良親和傾向を背景に不良交友を強め，集団で強盗や
不良集団間の抗争を行うなどしてきている。 
非攻撃型外在化型は，攻撃的外在化型と比較すると，攻撃的行動傾向は比較的弱く，窃
盗などを中心とした非攻撃的な問題行動のエスカレーションが生じているタイプである。
社会的な価値規範の内面化が遅れていて，多少の逸脱は許されると考えやすい。家庭的に
は放任され，十分なしつけ指導を受けないまま規範意識の内面化が図られてこなかった者
が多い。集団的雰囲気に雷同し，高揚した気分の中で非行に至りやすいタイプといえる。 
内在化型は，不良親和傾向がほとんど見られないが，発達面での障害や脆弱性を抱えて
いる者が多い。不安や敵意などのマイナス感情が生じても適切に表出できないまま蓄積し
やすく，それが危機場面で一気に爆発的な攻撃行動として発現しやすいタイプである。 
遅発型は，両外在化型のように家庭から積極的に離反し不良なものに親和していく傾向
は強くなく，内在化型のように強い不適応から家庭内に閉じこもるような傾向も目立たな
い。その意味では，ある程度のストレスや葛藤を内面に抱えながらも表面的には適応的な
社会生活を営んでいけるだけの強さを，他の類型の少年よりも持っていると考えられるが，
急性の不適応，または価値混濁状態の中で反社会性の深化を生じたタイプである。 
第 5章では，先行研究において主張されてきた，精神医学的概念に基づく分類，犯罪内
容の特徴に基づく分類，犯罪者と被害者の関係に基づく分類を本分析対象者に適用するこ
とを試みた。しかし，いずれの分類方法も一長一短があり，犯行類型として適当とは考え
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られなかった。 
 そこで，本分析対象者の犯行特徴を踏まえて，犯行類型の設定を試みた。非行名別およ
び発達類型別の犯行特徴の分析から，まず危険運転致死について遅発型が多く，前歴や資
質特徴などにおいて他と異なる特徴を示したことから危険運転致死の少年をすべて交通型
と定義した。次に，親族殺の少年が他と異なる特徴を示したことから加害者－被害者関係
において親族関係にある少年を家族型と定義した。さらに，本分析対象者の中には不良集
団の共犯事件による傷害致死等の少年が多く含まれ，犯行類型の設定においては，動機面
において集団的影響を大きく受けた重大事犯と単独の個人的動機に基づく重大事犯とを分
ける必要があると考え，前者を集団型，後者を単独型と定義した。 
こうして設定した犯行類型の諸特徴を検討した上で，第 4章で設定した発達類型との関
連を検討したところ，遅発型の中の問題性の目立たない一群が交通規範面での緩さから危
険運転致死という交通型の重大事犯に至っていること，内在化型の中で家庭的な問題を抱
え，かといって家庭から十分な自立もできない一群が親族殺といった家族型の重大事犯に
至っていること，攻撃的外在化型および非攻撃的外在化型の多くは，不良集団関係から集
団型の重大事犯に至る場合が多いこと，犯行類型のうちの一つである単独型は，異なる発
達類型の者が犯行場面における様々な個人的動機によって単独の重大事犯に至っているこ
とがうかがわれた。 
第 6章では，まず公式統計による集団非行の実態や非行集団に関する先行研究を概観し
た上で，集団型に所属する重大事犯少年の発達的特徴や犯行特徴について発達類型との関
連等から分析・検討した。 
4つの発達類型のうち，攻撃的外在化型および非攻撃的外在化型は，9割近くが集団型の
重大事犯に至っていた。生育過程で外在化型の問題行動を繰り返し引き起こした少年は，
その多くが単独犯ではなく，他の共犯とともに重大事犯を引き起こしていた。一方，遅発
型で集団型に属するのは約 6割，内在化型では 4割であり，攻撃的外在化型および非攻撃
的外在化型と比較すると低かった。 
発達類型別に犯行特徴を比較すると，攻撃的外在化型は，力を誇示しようと主導的に他
の共犯者を巻き込んでいった重大事犯が多く，非攻撃的外在化型は，暴走族仲間との傷害
致死事件が多く，他の主犯者の指示に従うまま，あるいは集団的な雰囲気に乗って重大事
犯に至った者が多かった。遅発型は，少年同士の共犯事件が多く，他の主犯者の指示に従
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ったり，雰囲気に乗って重大事犯に至っている者が多かった。一方，内在化型は成人共犯
に指示されるまま従属的に重大事犯にかかわった者が多かった。 
ただし，集団型の犯行特徴で，発達類型間で有意差が認められたのは，共犯種類，動機，
犯行主導者，非行名などわずかであった。これは，集団によって行われる重大事犯は，そ
れにかかわった個々の少年の発達特性よりは，対立する集団同士の葛藤のエスカレーショ
ンや仲間同士のその場の見えの張りあいなど，集団心理的な要因の影響が大きく働くこと
によって引き起こされる場合が多いことを反映していると考えられた。 
 第 7章では，家庭内重大事犯の男子少年について分析を行った。これまでの事例研究お
よび数量的アプローチによる成果を踏まえて，男子少年による家庭内重大事犯少年の家族
関係，生育過程，心理的特徴などについて考察した。まず発達特徴を被害者が親族である
場合とその他の場合とで比較したところ，家庭内重大事犯の方がより多く虐待を受けてい
たり，心理的問題を抱えた家族がいたり，経済的に困窮度が高かったりする家庭で成長し
ていた。問題行動歴を比較すると，非行関係の問題行動についてはその他の重大事犯少年
の方がいずれも生起率が高いが，家庭内暴力や自傷など内在化型の問題行動は，家庭内重
大事犯の方が有意に高かった。 
家庭内重大事犯の男子少年の半分以上が内在化型の少年であり，内在化型と家庭内重大
事犯との密接な結びつきが推察できた。家庭内重大事犯少年は家庭的な負因が大きく，家
庭から自立できないまま家庭内で問題行動を繰り返していた内在化型の者が多く，重大事
犯の中でも特異な発達過程をたどってきている一群であることがわかった。 
家庭内重大事犯の男子少年を親族被害者種類別に比較したところ，父親殺害および母親
殺害において，内在化型の比率が高かった。父親殺害では，父親の側の飲酒等の問題に起
因した，暴力を伴う重度の虐待が繰り返されていた家庭が多かった。母親殺害では，家族
との関係や勉強面での行き詰まりなど，慢性的な不適応感を抱いていた加害少年が多く，
精神障害の悪化とともに現実検討能力を低下させ，そうした苦しい事態から逃れるひとつ
の手段として，比較的殺害が容易な母親を殺害しようとした事件が多かった。母親の側も，
自らが心身面での不安定さを抱えていて少年の心情を支えることができなかったり，少年
の心情を理解しないまま過干渉的なかかわりを続けていたりした者が多く見られた。こう
した母子関係の不安定さも，ささいなきっかけで事件に至る大きな要因になっていた。 
第 8章では，女子少年による嬰児殺を中心に分析を行った。嬰児殺の女子少年は，他の
重大事犯の女子少年や重大事犯の男子少年と比較して，全般に家庭環境面での問題性は低
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く，問題行動歴も少ない。発達類型としては，遅発型が半数以上と最も多く，発達上の問
題をあまり抱えることなく成長し，妊娠という事態に至って，うまく対処できず重大事犯
に及んだ者が多いことがうかがわれる。 
本分析対象者の女子少年による嬰児殺の犯行特徴は，1980年代の先行研究において示さ
れた特徴と大きな変化は認められなかった。すなわち，加害少年のすべてが未婚で，悩ん
だ末に隠れて一人で出産し，多くが出産直後に親への発覚をおそれて殺害していた。ただ
し，最近は，出会い系サイトによる新たな交際の手段が加わり，簡単に性関係を持つ一方
で，妊娠発覚時には嬰児の父親と連絡がつかない場合が増えている。嬰児の父親から適切
な支援が得られないときには，最も身近にいる保護者に相談できるかが大きなポイントに
なるが，保護者に妊娠を相談した者は一人もいなかった。 
嬰児殺に至った女子少年の多くは，避妊や出産の知識に乏しく，親や友人にも本心で援
助を求めることができないほど人間関係において孤立していたことがうかがわれ，女子少
年に対する性教育プログラムの充実や 10 代の妊婦向けの行政サービスの向上が不可欠で
あると考えられた。 
 第 9章では，単独事犯による重大事件の分析を行った。少年による重大事犯の中でも単
独による殺人や強盗致死については，その動機が不可解と思われるものが多く，近年，発
達障害が注目されたことも影響して様々な事例研究が行われてきている。 
 単独で重大事犯に至った者と集団で重大事犯に至った者とを比較すると，単独重大事犯
には，心理的な緊張や葛藤をより多く抱えた家庭環境で生育してきたこと，性格的には周
囲にあまり左右されないし，気軽に思い付きを行動に移して明るく振る舞うことも少ない
こと，友人付き合いにあまり価値を見出していないことなどが見いだされた。 
 また，事件内容を見ると，恨みなどによる対人トラブル，三角関係などによる異性トラ
ブル，金目当ての強盗殺人，車運転時のトラブルから発展した交通トラブルなど，幅広い
形態のものが含まれていた。 
 発達類型と事件内容との関連を分析したところ，攻撃的外在化型は力の誇示や虚偽の噂
を流されたなどが原因で過剰な暴力を振るっており，非攻撃的型ではその場の偶発的な対
人トラブル時に激昂し，日頃は目立たない暴力行為に及んでいた。遅発型では，異性トラ
ブルが多く，内在化型には，広汎性発達障害の少年などによる特異な事件が多く含まれて
いた。 
 第 10章では，家庭の問題，問題行動歴，性格・態度特性など，発達関連要因および犯行
 ８ 
関連要因を少数の因子に集約した上で，それぞれの関連について共分散構造分析を用いて
分析した。 
 発達関連要因に関する分析では，性格特性として神経症傾向と顕示発揚傾向という 2次
元を，態度特性として逸脱的態度と自己肯定的態度という 2次元をそれぞれ抽出した。性
格特性に関連した因子では家庭の問題性と有意な相関を示さなかったが，態度特性に関連
した因子は家庭の問題や性格関連因子と多くの有意な相関を示した。態度特性は他の諸要
因から大きな影響を受けて変化しやすいことが確認できた。 
 問題行動傾向については，外在化問題傾向と内在化問題傾向の 2次元を抽出した。外在
化問題傾向は，顕示発揚傾向，逸脱的態度が強いほど大きくなる。これに対して内在化問
題傾向は，神経症傾向が強いほど大きくなり，顕示発揚傾向が強いほど弱められる。この
2 次元上に第 4 章で導いた 4 つの発達類型を布置したところ，それぞれ異なる象限に位置
づけることができた。 
 犯行特徴の次元としては，犯行の悪質性と被害者・加害者関係の濃密性という 2次元を
抽出できた。これらの犯行特徴と問題行動傾向との関連を見ると，外在化問題傾向が強い
ほど悪質性は強まり，濃密性は弱まる。一方，内在化問題傾向が弱いほど悪質性は強まる
が，内在化問題傾向が強いほど濃密性が有意に強まるとまでは言えなかった。問題行動傾
向と犯行特徴との相関は，有意なものでも値は小さく，重大事犯が生起する犯行場面では，
共犯関係や，偶発要因などその他の多くの要因が影響を及ぼしていることがうかがわれた。 
 最終章では，研究課題に関する総合的な考察を行った。まず前半では，第 1章から第 10
章までの研究成果と関連の研究の概要を述べた。最終章の後半部分では，本研究の実証的
分析の結果を踏まえ，発達過程と犯行過程の両者を含んだ発達類型別の重大事犯発生モデ
ルを提出した。さらに，近年のレジリエンス研究の進展を踏まえ，レジリエンスを組み込
んだ重大事犯発生モデルを提示した。 
